
持続可能な社会のための
政策デザイン
～ 気候変動政策とエネルギー転換 ～
持続可能な社会のための政策デザインはどうあるべきか。
本シンポジウムでは、ドイツと日本の二カ国における気候変動政策とエネルギー転換への
対応の比較を通じ、持続可能な社会のための政策デザインを考える。

2020年　 11月 28日 （土）

14:00‐17:30  （13:30 開場）　※使用言語：日本語
方式：オンライン（YouTubeライブによる放映）

服部 崇
京都大学経済研究所
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兼地球環境学堂教授

久谷 一朗
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日本エネルギー経済研究所研究理事・
国際情勢分析第1グループマネージャー

ミュンヘン工科大学
バイエルン公共政策研究科

環境気候政策教授

ミランダ・シュラーズ

参 加 無 料

共催：京都大学社会科学統合研究教育ユニット / 公益財団法人 KIER経済研究財団

主催：京都大学経済研究所　・先端政策分析研究センター（CAPS）・エビデンスベース社会構築事業・先端経済理論の国際的共同研究拠点

http://cscenter.co.jp/kier2020-11/

京都大学経済研究所シンポジウム



　プログラム　司会：服部 崇　京都大学経済研究所先端政策分析研究センター特定教授　

14:00～14:10    開会のあいさつ　  溝端佐登史   京都大学経済研究所・教授・先端政策分析研究センター長

14:10～14:40
   講演１　ドイツと欧州連合：カーボンニュートラルに向けて
　　　　ミランダ・シュラーズ   ミュンヘン工科大学バイエルン公共政策研究科環境気候政策教授

14:40～15:10
   講演２　日独エネルギー転換評議会の教訓
　　　　久谷 一朗   一般財団法人日本エネルギー経済研究所
                                           研究理事・国際情勢分析第1グループマネージャー

15:10～15:40
   講演３　日本の気候変動政策とエネルギー転換
　　　　諸富 徹   京都大学大学院経済学研究科兼地球環境学堂教授

15:40～16:00    休 憩

16:00～17:25

　
   パネル討論  持続可能な社会のための政策デザイン

【話題提供・司会】 服部 崇   京都大学経済研究所先端政策分析研究センター特定教授

【パネリスト】ミランダ・シュラーズ   ミュンヘン工科大学バイエルン公共政策研究科環境気候政策教授
　　　　　　　久谷 一朗   一般財団法人日本エネルギー経済研究所
                                                         研究理事・国際情勢分析第1グループマネージャー

　　　　　　　諸富 徹   京都大学大学院経済学研究科兼地球環境学堂教授

17:25～17:30    閉会のあいさつ　 西山慶彦　京都大学経済研究所長・教授
※やむをえずプログラム・講演者などが変更になる可能性もございます。あらかじめご了承ください。

お問合せ先：
京都大学経済研究所シンポジウム事務局（株）ＣＳセンター内
〒604-8141 京都市中京区泉正寺町 334 番地 日昇ビル 5階
Tel: 075-241-9620 Fax: 075-241-9692
E-mail: kier@cscenter.co.jp
URL https://cscenter.co.jp/kier2020-11/

ミランダ・シュラーズ (Miranda Schreurs）
ミュンヘン工科大学バイエルン公共政策研究科環境気候政策教授

メリーランド大学教授、ベルリン自由大学教授・環境政策研究所長を経て
2016 年より現職。欧州環境・持続可能性評議会（EEAC）副会長。著書に『地
球環境問題の比較政治学：日本・ドイツ・アメリカ』（岩波書店）、『ドイツ 
は脱原発を選んだ（岩波ブックレット 818）』（岩波書店）など。

久谷 一朗（くたに・いちろう）
一般財団法人日本エネルギー経済研究所 研究理事・国際情勢分析第 1 グル
ープマネージャー
早稲田大学大学院理工学研究科 機械工学専攻修了。日本鋼管㈱を経て、
2007 年に入所。エネルギー安全保障政策が専門。諸外国のエネルギー政策
や国際エネルギー市場の分析に従事。幅広い分野を俯瞰した多角的な分析が
強みで、地域別にはアジアに関する分析経験が豊富。

諸富 徹（もろとみ・とおる）
京都大学大学院経済学研究科兼地球環境学堂教授
同志社大学経済学部卒業。京都大学大学院経済学研究科博士後期課程修了。博
士（経済学）。横浜国立大学経済学部助教授、ミシガン大学客員研究員等を経て、
現在、京都大学大学院経済学研究科兼地球環境学堂教授。著書に『環境税の理
論と実際』（有斐閣）、『財政と現代の経済社会』（放送大学教育振興会）など。

服部 崇（はっとり・たかし）
京都大学経済研究所先端政策分析研究センター特定教授
東京大学教養学部卒業。1991 年に通商産業省（当時）に入省。国際エネル
ギー機関（IEA）環境・気候変動ユニット長、経済産業省経済連携交渉官等
を経て、2018 年に京都大学経済研究所先端政策分析センター特定准教授に
着任。2020 年 10 月より現職。ハーバード大学ケネディ行政大学院修士（公
共政策）、東京工業大学博士（学術）。

溝端 佐登史  （みぞばた・さとし）
京都大学経済研究所・教授・先端政策分析研究センター長
大阪外国語大学外国語学部卒業。京都大学にて経済学博士を取得。岐阜
経済大学を経て、2002 年に京都大学経済研究所・教授に就任。2012 年
より2020年3月まで所長。2018年より先端政策分析研究センター長（現
職）。専門は経済制度、比較経済学、ロシア東欧経済、国際経済学。著書に『ロ
シア経済・経営システム 研究』（法律文化社）『ロシア近代化の政治経済学』
（文理閣）など。

西山 慶彦  （にしやま・よしひこ）
京都大学経済研究所長・教授
京都大学経済学部卒業。ロンドン経済大学にて Ph. D. を取得。名古屋大学
情報文化学部を経て、2005 年に京都大学経済研究所・教授に着任。2020
年より所長。専門は計量経済学、数理統計学。著書に『計量経済学 New 
Liberal Arts Selection』（共著、有斐閣）など。

参加ご希望の方は参加申込フォームにてお申込みください。
後日 YouTube ライブのアドレスをお送りいたします。

参 加 申 込 参 加 無 料

ご了承ください。
ハガキ、FAX 等での申込みは受け付けておりません。

https://cscenter.co.jp/kier2020-11/
●参加申込フォーム


